
別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和７年度 第１回登米市立図書館協議会 

開 催 日 時 

令和７年８月５日（水） 

 

午後２時開会 午後３時４５分閉会 

開 催 場 所 中田生涯学習センター ２階 学習室 

議 長 (委 員

長 又 は 会

長 ) の 氏

名 

山崎博樹会長 

出席者(委員)の

氏 名 

富士原抄子副会長、高橋朋美委員、瀬戸栄典委員、石川幸委員、片岡菜

菜江委員、渡邊勝宏委員 

欠席者(委員)の

氏名 
勝倉葉子委員、佐藤智恵委員 

事務局職員職氏

名 

教育長 小野寺文晃、教育部部長 新田公和、教育部次長 阿部信広、

生涯学習課課長 千葉恵子、課長補佐兼生涯学習推進係長 佐藤祐一、

主査 伊東智、生涯学習センター所長 高橋紀元 迫・登米図書館長 

冨士原幸治、副館長 伊藤知幸、迫図書館技術主幹 野家文恵、登米図

書館技術主幹 本間文 

議 題 
令和６年度登米市立図書館（室）事業実績報告について 

令和７年度登米市立図書館（室）事業計画について 

会 議 結 果 

令和６年度登米市立図書館（室）事業実績報告について、令和７年

度登米市立図書館（室）事業計画について、説明を行い、図書館運

営、今後の予定に対して意見をいただいた。 

会 議 経 過 別添のとおり 

会 議 資 料 

第１回 登米市立図書館協議会 

＜報告＞ 

【資料１】(１)図書館協議会の役割について  

【資料２】(２)新図書館整備に係るこれまでの主な取組について 

【資料３】（３)登米市図書館構想（改定版）の全体像について 

【資料４】（４)登米市新図書館機能検討委員会検討結果報告書について 

【資料５】(５)市長の所信表明について 

＜協議事項＞ 

(１) 令和６年度登米市立図書館（室）事業実績報告について 

(２) 令和７年度登米市立図書館（室）事業計画について 

 



発 言 者 議 題 ・ 発 言 ・ 結 果 

事務局 

 

教育長 

開会 

委嘱状交付(７名) 

あいさつ 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

議長(会長) 

 

 

事務局 

 

議長(会長) 

 

 

議長(会長) 

 

 

 

議長(会長) 

 

 

事務局 

 

議長(会長) 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 委員の自己紹介及び職員紹介 

 

 会長・副会長の選出 

教育長が仮議長となり、協議の結果、会長に山崎博樹委員、副会長に

富士原抄子委員に決定する。 

 

新任のあいさつ 

  

 欠席の委員が２名、出席が過半数であり、登米市図書館協議会規則第

２条第３項の規定に基づき会長が議長となる。 

 

―報 告― 

 

 報告となりますので、一括で(１)～(５)について事務局より説明願い

ます。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

事務局より説明が終わりました。報告ではありますが、ご質問、ご意

見はございませんか。 

 

ないようなので報告は、以上とさせていただきます。 

 

―協 議― 

 

 (１)令和６年度登米市立図書館（室）事業実績報告についての説明を

事務局からお願いします。 

 

【資料に基づいて事業実績を説明】 

 

ただいまの説明に関して、ご質問、ご意見はありませんか。 

 

中田図書室のランチスペースの設置について教えて下さい。 

 

昼食にコンビニなどに外出しているようなので、学生に限り12時～１

時までの間、図書室内の一部をお弁当持ち込みで食べれるようにいたし

ました。それがランチスペースということで、この様な取り組みもあり、

昨年度につきましては、長期滞在の利用などが多くなりました。 

 

学生の利用を把握しているのですか。 

 

 入口のチェックカウンターで行っていますので、そこの内訳について

は把握しておりません。 



委員 

 

 

事務局 

 

 

 

議長(会長) 

 

委員 

 

 

 

 

 

議長(会長) 

 

事務局 

 

 

 

議長(会長) 

 

事務局 
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議長(会長) 
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議長(会長) 

 

貸出冊数が県平均の半分以下と低く、いろいろ事業を展開しているが

貸出冊数が伸びない原因をどう考えていますか。 

 

資料を充実することが最も有効と考えられます。市としても令和４年

度から資料購入費の増額を行い資料の充実を図るとともにレファレン

ス、相互貸借などのサービスの充実を図り利用の向上に努めています。 

 

宮城県内の図書館の貸出冊数、資料冊数などはどの様な状況ですか。 

 

市町村の資料数、点数など、或いは貸出数は、全国にして宮城はそう

高くなく、その中でも登米市は若干低い状況です。その中で、県で行っ

ている協力貸出事業では上位に登米市の利用があると見ておりますの

で、他館の相互貸し出し等のサービスも利用すれば伸びるのかなどとい

うことも感じられます。 

 

 学校図書館への貸出し行っているのですか。 

 

上杉文庫基金で購入した図書を学校への貸出しを行っており、令和６

年度で小学校が約18万冊、一人当たり59.6冊、中学校で2.18冊となって

おります。 

 

かなり大きな数字ですが。 

 

低学年で絵本の利用が多い様です。 

 

年齢別の利用者などは活性化に役立つのでわかればお教え下さい。 

 

貸出し冊数で多いのが60～70歳で15,548冊、次に30代で13,366冊、次

が40代で11,530冊、次が７～９歳6,685冊、次が50代で6,529冊次が10歳

～12歳で5,018冊となっております。 

 

 30代は女性が多いのですか。 

 

 約13,300冊のうち11,000冊が女性です。 

 

高校生の利用が少ないようですね。高校生あたりもしっかりとした本

を提供するのは大事なことになる。学校図書館と連携すれば解消できる

と思いました。 

 

学校図書館についてご意見ありませんか。 

 

 将来の学びの連続として就学前に親子で読み聞かせ、そしてそこか

ら、自分で読む、そして小・中学校・高校に行き、自分の興味のある本

を読んで、社会を広げるという基礎をつくる小学校っていうところで、

これからも市の図書館との連携を大事にしながら進めていかなければ

ならないなということを思いました。 

 

入学時に図書館カード（登録）を行っていますか。 
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議長(会長) 

 

やっていないので今後検討したいと思います。 

 

他に何かありませんか。 

 

今、事業実績報告見させていただいた中で、司書さんたちがイベント

を行っているが伝わっていない。全国的に本を読まない人たちをどう

引っ張っていくかというところが大事だっていうのが、共通のところだ

と思うのですけれども、登米市だったらどうしていくか。現状の体制で、

どこまで動けるかっていうとこをやらないと図書館できるできない前

に、ちょっと何かできることがあるのかなと思います。 

 もう一つよろしいですか。 

 子供用の本とかが結構、数はあるのですけど、傷んでいるのとか、本

棚にぎゅうぎゅうになっていたりするのが目に付くのです。お話させて

いただいた親御さんとかでもやっぱりそこがちょっと気になっている

方もいらっしゃるので、さっき予算を増やしている話がありましたの

で、その中で、本の入れ替え、もうちょっと手に取りたいと思うように

本を平面にして置くなど丁寧な提示というか、配架の仕方もあってもい

いかなって思いました。 

 

 沢山あれば良いのでなく、どの様に見せるかが大切です。 

 

 ほかに質問がなければ、（２）令和７年度登米市立図書館（室）事業

計画について事務局より説明願います。 

 

【資料に基づいて事業計画を説明】 

 

ただいまの説明に関して、ご質問、ご意見はありませんか。 

 

 農山漁村文化協会の講習会は行うのですか。 

 

 ９ページの迫図書館事業として５月に行われています。 

 

図書館の利用の少ない30代、40代を対象に企業や産業（農業）に関す

るまちづくりセミナーなどもう少し行った方が良いと思います。 

 

他にありませんか。 

 

今日、午前中仙台市の図書館協議会に出席したのですが、仙台市では、

長い目線でその日だけの単発での参加ではなくて、ビブリオバトルを企

画させたり、或いは司書のボランティアを経験してもらったりというふ

うに、点ではなくて線として図書館と繋がってもらう。線から学校と繋

いで面で、図書館利用に広げていこうというような。予算もかからない

ところで、ちょっとの工夫の仕方で出来るかなと思われます。仙台市の

15名の募集に対し40名の応募がありましたので、登米市内の高校３つか

ら２人ずつくらいでも来てもらって、そこから展開できたら素敵なこと

になると思われました。 

 

貴重な意見ありがとうございます。他にご意見は。 
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各公民館ごとに地域づくり事業があるのですよね。中田の場合も４つ

ありますけども、それぞれの地域に相当の公民館ありますので、そう

いったところに地域づくりと図書館事業の連携というのも新しい視点

でやってみるのもひとつの手かなと思います。どうしても30代、40代の

男性の参加が少なく、単発でもいいからまずは糸口というかそういう意

味で、公民館とのタイアップで、取り組みができれば良いかなというよ

うなことを感じました。 

 

参考までに札幌市の図書館では図書の貸出しは無く、個人自身が主催

してセミナーや講話を開いて年間200万人以上の人が来館している。紫

波町でも同じようなやり方を行っている。登米市でもいろいろ活躍して

いる方もいらっしゃるので、産業や歴史などしていろいろ工夫できるで

はないかと思われますので、是非取組んで頂ければと。 

 

他に感想やご意見がございませんか。 

 

 ２年間、協議会をお休みして戻って来たのですけれども、それを見る

と、図書館としての取り組みがすごくいっぱい書いてあって、随分一生

懸命やっているなってすごく思います。図書館じゃない図書館と言われ

る迫図書館で本はぎっちりいっぱい、日中、佐沼小学校の図書室にいる

のですけど、そこよりも小さいスペースで本だけがあるっていうことに

本当に・・新しい図書館が欲しいなと思います。 

 

残念なこともたくさんありますが、まずは前に進まなければならない

ので、現状図書館で出来ることを改善していきたい。 

 多くの方からたくさんの意見を頂いたので、是非参考にしていただけ

ればなと思います。 

 図書館に来ている人が少ないので、年代を問わず理解されることが必

要ではないかと。この図書館は子どもに対して充実しておりやっている

方だと思えて素晴らしいが、一方ではスペースがないなど出来ないこと

が一杯ある。県図書館の力を借りながら本を回してまた、ワークショッ

プを行い今まで関心なかった人を活かしていただくことが可能ではな

いか。やる努力は必要かなと改めて皆さんの意見を聞いて思いました。

是非取組んでいただければと思います。 

 

他にご質問、ご意見がなければ、議事を終了させていただきます。 

 

閉会のあいさつ 

 

 

（閉会） 

 

 


